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【現地の状況やニーズなどの背景情報】
ベトナム及びミャンマー両国共に、経済発展に伴い生活習慣病罹患者が増加し、予防医療への関心が高まりつつある。
またリハビリテーション分野においては、両国とも理学療法士は存在するものの、作業療法士や言語聴覚士については
独立した養成課程が存在せず、理学療法士がそれらの役割を兼務しているのが現状である。両分野における人材育成と
サービス内容・質の向上が強く求められている。
【活動内容】

本事業は、本学とすでに協定を締結しているベトナム及びミャンマーの大学・病院等を対象として、リハビリテーショ
ン分野及び予防医療分野での人材育成を目的として研修員の受入及び専門家の派遣を行い、わが国の最先端の医療サー
ビスに関する技術・知識等の技術移転を目的として実施する。
【期待される成果や波及効果等】

本事業により期待される成果は、本学の大学・大学院の教員及び附属病院の医師・技師・看護師等による指導を通じて、
ベトナム及びミャンマーのリハビリテーション分野、予防医学分野双方へのわが国の最先端の知見や技術を移転するこ
とであり、具体的には、ベトナム及びミャンマーの専門家を対象としたリハビリテーション及び予防医学の短中期の実
技研修により技術移転を図るほか、ワークショップなどを通じて、実技研修の参加者のみならず対象となる病院全体へ
の技術と知見の移転を実現することである。

5.　リハビリテーション分野及び予防医療分野における
　			海外人材育成事業
    学校法人 国際医療福祉大学

＜研修実施結果＞
専門家派遣
　・ベトナム
　　2017 年 8・11・12 月 /2018 年 2 月（延べ 26 名）
　・ミャンマー
　　2017 年 8 月（延べ 4 名）
研修生受入
　2017 年 5 月 /2018 年 1 月 2 月（延べ 7 名）

国際医療福祉大学
附属病院

（国際医療福祉大学病院 / 塩谷病院 /
三田病院 / 熱海病院）

ミャンマー　

ヤンゴン第一医科大学
ヤンゴン看護大学

ヤンゴン医療技術大学
国立リハビリテーション病院

研修生
受入

専門家
派遣

ベトナム
チョーライ病院

ホーチミン市医科薬科大学
ハノイ医科大学

研修生
受入

専門家
派遣

グループ病院・関連施設
（山王病院 / 山王メディカルセンター /

福岡山王病院 / 高木病院他）

国際医療福祉大学
（国際部、建築部）

連携連携



54 　　平成 29 年度医療技術等国際展開推進事業 報告書

1
3

2017 8 7 8 18 12

　ベトナムとミャンマーでのリハビリテーション分野及び予防医療分野における海外人材育成事業についてご報告します。本学は、開学
以降、アジア諸国を対象とした医療人材の育成に積極的に取り組んでまいりましたが、近年は特にミャンマーとベトナムを重点国と位置
付けまして、積極的に医療人材の育成を進めております。今年度は、ベトナムにつきましては予防医療分野、ミャンマーにつきましては
リハビリテーション分野の人材育成事業を実施しました。
　本学では両国の医療系大学や国立病院等と交流協定を締結し、その協定に基づき、協力を実施しております。特にベトナムは、今年度
は予防医療分野での協力を実施したのですが、チョーライ病院とは既に 20 年以上の交流がありまして、専門家の派遣や研修医の受け入れ
等を実施しております。現在、チョーライ病院からの要請に基づき、日本型の人間ドックを提供する健診センターの設立を進めております。
先ほどメディヴァ社からバックマイ病院の健診センターのお話がありましたが、こちらは南部の基幹病院であるチョーライ病院からの提
案に基づきまして、本学グループで提供する人間ドックサービスをベトナムで提供するため、4 年前から健診センターの設立準備を進めて
きました。政府の許認可関係等にかなり時間が掛かりましたが、ようやく一連の手続きが完了しまして、本年の中頃、7 月ぐらいにオープ
ンを予定しております。そのような中で予防医療分野の人材育成がチョーライ病院において急務であるということでしたので、本事業を
実施しました。
　ミャンマーでは、リハビリテーション分野の協力を行いましたが、本学はリハビリテーション関係の学部を多数有しているということと、
関連の福祉施設等も多数有しているということで、それらの資源を活用しました。協定関係にあるヤンゴン第一医科大学、ヤンゴン看護
大学、ヤンゴン医療技術大学、国立リハビリテーション病院とも密接な関わりがありまして、これらを所管する保健スポーツ省とは覚書
を締結しておりますので、その関係に基づきまして事業を実施しました。

　まずはベトナムの事業から報告させていただきます。専門家派
遣を 4 回実施しました。1 回目は、放射線、神経内科、内視鏡の
医師を合計 5 名、看護師、人間ドックの運営指導を行う事務職員
を、8 月 7 日から 12 日間、チョーライ病院へ派遣しました。

2018 6

2

2017 11 7 11 11 5

2018 6

　2 回目は、建築・管理運営に関連した派遣でした。既に人間ドッ
クセンターの建築はかなり進んでおり、3 月で建築完了というこ
とだったのですが、その直前の確認について先方から強い要請が
ありましたので、11 月に本学の建築の専門家のほか、人間ドッ
クの運用に関わる事務職員を 5 日間派遣しました。
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2017 12 18 12 23 6

IT

IT

2018 6

　3 回目の専門家派遣は、先方の人間ドックセンターで勤務する
約 50 名の職員を対象に、予防医療の概念について説明して欲し
いという要請がありましたので実施しました。日本の人間ドック
学会でも中心的役割を果たされている本学の天野医師と、現地で
実際に指導にあたる看護師、ドックの運用関係の事務職員を 12
月に 6 日間派遣しました。
　スライドの写真は、予防医学の基礎知識等に関する講義の様子
です。多数の人が集まりまして、活発な意見交換が行われました。

2
3

2018 2 2 2 8 7

　専門家派遣の 4 回目は、まだカバーしていなかった病理、検査
部門に臨床検査技師の派遣要請がありましたので実施しました。
また、人間ドックの実質的な運用が始まるということで、物品調
達、医療機器の管理の関係、調合剤の調達等に関して本学のやり
方等を講義して欲しいという要望がありましたので、専門家を派
遣しました。2018 年 2 月に 7 日間で実施しました。特に病理に
ついては、人間ドックで何かが見つかった時の対応をどうするか
というところまで踏み込んで準備しています。

1
Ms. Nguyen Thi Hien 

2017 6 1 6 23 5

　研修医の受け入れですが、こちらも 4 回実施しました。1 回目
は看護分野で 6 月に 5 日間行いました。
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Dr. Le Thi Thuy An (
Dr. Pham Le Vi

2018 1 2 2 3 6

IT

　2 回目は、1 月に現地の人間ドックで総合診断し、最終的に評
価をする医師 2 名を 6 日間受け入れました。

CT

1
Dr. Hoang Tuan Vu

2018 1 2 2 3 6

　3 回目は、内視鏡分野の医師の受け入れを 6 日間行いました。
実際にシミュレーターを使い、内視鏡の手技に関する研修も実施
しました。

　最後の 4 回目は、看護部門で 3 名受け入れました。今回の事業
で受け入れた方々は、本年稼働予定の人間ドックセンターにおい
てキーパーソンとして活躍いただける方ということで研修を実施
しました。

Ms. Nguyen Thi Thuy Van
Ms. Pham Thanh Thao
Ms. Tran Anh Thu

2018 2 5 2 7 3

1 5

1 2.81 3.90 38.8%

2 3.27 4.36 33.3%

3 2.61 3.65 39.8%

4 2.82 4.00 41.8%

2.88 3.98 38.2%

1 3.00 5.00 66.7%

2 3.50 4.50 28.6%

3 3.00 5.00 66.7%

4 2.00 4.00 100.0%

2.88 4.63 60.9%

38.2%
. 2018 6

　成果指標ですが、研修実施前後でアンケート調査を実施し、5
段階で知識レベルを評価しました。結果は、いずれも知識向上率
ということで、専門家派遣については約 40%、研修員受け入れ
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については約 60% と向上し、それなりの成果が上がったと考え
ております。

30

　今後の展開については、この人間ドックセンターの活用に今回
の研修の成果を活かすことを考えております。

1

1
1

2017 8 7 8 9 3

30 3 PT 24 3

, 

　それからミャンマーでのリハビリテーション分野ですが、2017
年 7 月に研修機材等の協議等を行いまして、現地に本学とミャン
マーの国立リハビリテーション病院が共同で研修センターを設立
しました。そちらに専門家派遣として医師、理学療法士、作業療
法士、言語聴覚士、各 1 名を派遣しました。

30
6

1 5
52%
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2)

4.14 4.25 4.33
3.66 4.66 4.35 4.35

　アンケート調査によるミャンマーでの知識向上率ですが、かな
り上がったという結果でございました。

IUHW

　ミャンマーからの研修員の受け入れは、残念ながら今回は実施
できませんでした。政府側の承認が遅れたことも要因としてあり
ます。これに代わるものとして、長期の留学生の受け入れをここ
数年実施しております。フルスカラシップの留学生受け入れも実
現しており、来年度 2 名の受け入れを予定しております。今回の
事業に加えて、独自の取り組みも併せてご報告させていただきま
した。ご清聴ありがとうございました。




